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梅雨に入り、薄暗い天気やじめじめした空気、気圧の変化で子供たちにとっては落ち着かない季節となりまし

た。また、暑さも次第に厳しくなってきています。冷房等を活用しながら、少しでも良い環境で生活ができるように

していますが、ご家庭でも十分に睡眠等、健康管理には十分気をつけていただければと思います。 

そのような中、梅雨の合間をぬって子供たちが元気に運動場で遊んでい

る姿は、本当にほほえましいものです。いつまでも、この笑顔が続くよう、保護

者、地域、学校が連携しながら進めていきたいと思いますので、よろしくお願

いします。また、暑さも厳しくなってくると熱中症の心配がありますので、マスク

着脱は本人に任されていますが、運動時には熱中症の危険が大変高いた

め、 マスクをとるよう声かけをしますので、御理解と御協力をお願いします。 

 

１ 子供のやる気を育てるには  

今年度は、「主体性をもった子供」を重点に取り組んでいます。子供が主

体性をもつためには、「やる気」が不可欠です。次のような話を聴いたことが

ありますので内容を紹介します。 
 

自転車に乗れないで練習している子供にどんな声掛けをしていますか？ 
 
「前回よりも、距離が延びたね。」 → 【結果】  

「今、失敗したけど、一生懸命こいでいたね。」 → 【行動】 

「あんなに転んで痛くてたまらないのに、またチャレンジして 

すごいね。」 → 【行動】 
 

子供の「やる気」を育てるには、 「結果」をほめるのではなく、「行動」を

ほめることが大切であるということが科学的にも証明されているようです。 

子供の「やる気」を育てるのは、「大人」しかできないという話も重く受け      

止めていきたいと思いました。 

   

２ 子供の心によりそう  

今年度のもう一つの重点目標は、「心理的安全性のある集団」です。これまでは、年３回「こころのアンケート」

を行い、そのアンケートをもとに一人一人の子供と教育相談をしていました。今年度は、毎月１回、オンラインで

アンケートを行い、子供たちの SOS をよりスピード感をもって、複数の目によってキャッチするように心掛けてい

ます。また、１人１台端末を活用した相談フォーム「心の相談」でいつでも相談できることも子供たちに紹介して

います。保護者、地域の皆様も気になることがございましたら御連絡ください。 

 

子供のやる気を育てるには 



新生レパートリー発表会に向けて ～鳥肌がたった～ 
先日、６年生が音楽室に一堂に会し、全体練習をしていました。初め

て聴きましたが、短い練習期間だったにも関わらず、学年全体の一体感

を感じられる合奏でした。新生レパートリーは、曲の途中で数秒の間が

あります。いつもは誰かの音が聞こえてしまうのですが、この日の全体練

習では、見事に沈黙の瞬間となりました。練習後、子供から「（その瞬間

に）鳥肌がたった。」という言葉を聞いたとき、レパートリーで心を一つに

して演奏する素晴らしさを実感していることが伝わってきました。まもなく

７月の発表会を迎えますが、６年生の保護者の皆様や下級生に子供た

ちの新生レパートリーを楽しみにしていただきたいと思います。 

 

６年生 こころの劇場（ゆうゆうホール） 
こころの劇場が数年ぶりに三島市民文化会館で行われました。コロナ禍でオンライン配信による演劇鑑賞が続

いていましたが、本年度は市内全小学校の６年生が劇団四季の「人間になりたがった猫」を鑑賞しました。 

子供たちは、会場で見る演劇の迫力や面白さを五感で味わっていました。様々な場面で「本物」に出会わせる

ことの大切さを感じました。御家庭でも、できることからいろいろな「本物」に出会う機会をつくってみてはいかがで

しょうか。 

 

 

イザ！カエルキャラバン（おやじの会） 
６月１１日、おやじの会主催の「イザ！カエルキャラバン」が行われまし

た。防災について楽しく学ぶことができるプログラムを体験したり、御家庭

で使わなくなったおもちゃ等を持ち寄ったりして集めたポイントで、好きな

おもちゃと交換する活動でした。おやじの会の皆さんは SDGｓの考えも取

り入れて行っていました。子供たちの笑顔をたくさん見ることができまし

た。おやじの会の皆様、ありがとうございました。 

 

 

放課後学習教室 ３７３サポーターズ（地域学校協働本部） 
３年生の希望者を対象に放課後学習教室が始まりました。本年度は、

373 サポーターズのお声かけで集まったボランティアの皆さんに加え、み

しま寺子屋の大学生も南小の子供たちの支援をしてくれています。子供た

ちは、算数のプリントに丸をもらうとうれしそうにしている姿が印象的でし

た。子供たちの基礎学力育成とともにいろいろな大人との関わりを大切に

してほしいと考えています。 

 

 

ちから山 解体作業 
「ちから山大作戦」として、７月２２日の夏休みの開始と同時に解体作業が始まります。「新しいちから山」創りの

スタートです。もし、今までの「ちから山」を写真等に残したい方がいらっしゃいましたら、後１か月あまりになります

ので、御承知おきください。 


